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十文字西地区交流センター

センター長 近 孝 夫

西地区の皆様お元気ですか。

皆様は既にご存じかと思いますが、横手市２８全ての公民館の名称が「地区交流

センター」に変わり、早４ヶ月が過ぎました。

その間、十文字西地区交流センターでは、地元住民で構成されている「運営協議

会」を中心に「植田・睦合地区会議」と連携しながら「地域づくり事業」や地域の

特色を活かした「生涯学習事業」を地域づくり支援課や生涯学習課の指導を得なが

ら、皆様の期待に応えられるように計画している段階であります。

しかし、一番大事なのはセンター事業に対する地域住民、つまり皆様の御理解と

御協力が必要不可欠になります。今後とも宜しくお願いします。

※十文字西地区交流センターとは「建物」ではなく、その「場所全体」を表すもの

であります。電話受付は「十文字西地区交流センター」としても対応します。

～ 偉人の言葉に学ぼう ～
◆「人生を動かす哲学者の言葉」より

「 脱皮出来ないヘビは、滅びる 」

★フリードリッヒ・ニーチェ（19世紀ドイツの哲学者）の言葉

《 意味 》 ヘビという生き物は、「定期的に脱皮する」という習性を持っており、古くなった

皮膚を捨て去り脱皮することで成長しています。人間に言い換えれば、いつまでも

古い考えや習慣にこだわって、そこから抜け出せない人は、人間として「滅びる」

ということなのです。「新しい自分」へとリニューアルしましょう。

８月（葉月）の歳時記

先祖の霊を供養する行事であり、年に一度、先祖の霊が私たちの

もとに帰ってくる期間です。旧暦の７月１５日頃、新暦では８月半

ばにあたるため、多くの地域では８月に行われます。

１３日の朝には、ご先祖様が無事に帰ってこられるようにと願い

を込め茄子やキュウリで精霊馬をつくり精霊棚に飾ります。夕方に

は、迎え火といって麻でできた麻殻（あさがら）を焚き、１６日の

夕方には、先祖の霊を送り出すために送り火を焚きます。

（※「ネット歳時記」参照）
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文化教養班長
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十文字地域コーディネーター 全班

安心安全班

健康福祉班
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土田　宏文
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柴田　吉伸
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大石　元彦
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自治会 氏名 自治会 氏名

左　馬 片野　　孝

　宿 土谷　忠夫

上羽場 柴田　清徳 館　前 斎藤　　実

下羽場 柴田　　啓 川　前 渡部　俊廣

植田上 伊藤　和彦 中　島 小川　順一

植田裏 近　　信博 福島・砂出 佐藤　久作

植田中 藤原　　智

植田下 柴田　秀男

越　前 高橋　　薫 真　角 斎藤　幸進

二ッ橋 丹　　健一 別　明 小川　嘉子

佐　戸 高橋　宜弘 中　村 佐藤　良一

木　下 菊地　円蔵 荊　島 佐々木秀雄

源　太 齊藤　忠光 根木場 加藤　正志

沼　尻 長谷川聖一 下　村 熊谷　　浩

沢田・石川原 渡辺　輝男 植田１４名、睦合１３名　合計２７名

本  城
（下堀

　下今泉）
瀧澤　寛宜

市職員

地区担当職員 地区会議　事務局

高橋　勝明
佐藤　 忠道

十文字小学校連絡協議会委員
吉田亜矢子
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コミュニティ・スクール

自
治
会
長

咁

上
記
三
班
の
サ
ポ呎

ト

咂

近　　　孝夫 十文字小学校連絡協議会長 志摩・高口
・一ッ屋

十文字中学校連絡協議会委員
近　　義久

佐藤　博美  下今泉・下堀・下村
健
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松田利枝子

十文字西スポーツ推進員

鈴木　榮子  中村

加藤　清咲  荊島・根木場

佐藤　忠道  主任児童委員

片野 　　誠  左馬・宿・館前 文
化
教
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班

十文字地方史研究会員
小川　 　優  川前・中島

山本　輝悦  福島
講座代表

藤原　一男  別明・真角

佐々木清克  沼尻・沢田
JA女性部代表

菊地由美子  木下・源太

土田　秀博  上羽場・下羽場 備考

佐藤　 　守  志摩・植田上

安
心
安
全
班

消防第３分団長　

松田　幹晴  植田中・植田裏・植田下 消防第４分団長

釜田　祐子  越前
交通安全協会代表

藤谷　健一  二ツ橋・下二ツ橋・佐戸

運営協議会　副会長　　　　　　　　　　 　　土谷　勝二

委
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備考 　■運営協議会　役員　（８名）

センター長 近　　孝夫 地域から推薦
氏名 役職名

小川　良平 運営協議会　会長　　　　　　　　　　 　　

丹　 　健一 運営協議会　副会長
　（植田・睦合地区会議担当）

安心安全班長
渡部　俊廣

柴田喜左エ門 運営協議会　副会長　　　　　　　　　　 　　

　監　　事 松田利枝子

民生・児童委員 　■運営協議会　委員　（４２名）

■□■   令和５年度十文字西地区交流センター運営協議会関係者  ■□■　

       ～ 運営協議会…事業を運営していくため地域住民で構成された自主運営組織 ～

事務職員 吉村美貴子
地域からの推薦
公募

松野利喜男
事業及び会計に関する監査

近　 　義久
運営協議会　庶務

柴田テル子 土田　宏文

にしの杜保育園、十文字小学校、十文字中学校、介護施設花むつみ、横手市社会福祉協議会、JA女性部
十文字地方史研究会、市体育協会十文字支部、地域有識者等と連携し、行政の協力を得て運営。



  ■□■　令和５年度 十文字西地区交流センター事業予定　■□■

担　当 内　容

1 センター長
・自治会館等に訪問し、地域住民と交流しながら
　地域の話題や要望等、生の声を聞く。
　（川前・中島、佐戸訪問済み）

2 健康 福祉班 5月31日 （水）

・チャレンジデーを活用し、生涯現役で活動できる
　気力と体力を維持するため各種スポーツ等で健
　康増進を図る。

3 文化教養班 6月18日 （日）
・地域の史跡や市内外の文化施設等の見学。
　※十文字地方史研究会との共催。

4 安心安全班 8月27日 （日）
・地域の安心安全な生活を維持するため、防災に
　ついて学ぶ。

5 9月14日 （木）

6 10月21日 （土）

7 安心安全班 10月22日 （日）

・地域の安心安全な生活を維持するため、交通安
　全等について学ぶ。

8 全班 11月5日 （日）
・保育園、小学校等の芸能発表や創作活動展、
　物産販売等を実施する。

9 文化教養班
・年代や性別問わず学べる講座や研修を通じて教
　養を深めると共に、芸術文化の振興を図る。

10 健康 福祉班

・町内スポーツ少年団、中学生、一般参加者が
　赤・白チームに分かれて対戦する。
※市バスケットボール協会十文字支部と共催。

11
・小正月の伝統行事どんど焼き（神事含む）等を
　行い無病息災・家内安全等地域の幸せを願う。

12
・より良い地域づくりや生涯学習の学びのために、
　研修を通じてレベルアップを図る。

13
※グラウンド等の都合により、中止が決定。

　

備　考

・地域住民の健康増進と交流促進のため。
　週１回程度の活動（地域に公募）。

・地域住民の生涯学習や地域づくりに関わる
  自主的な学びやサークル活動のため。
　※週１回程度の活動（地域に公募）

・手芸や陶芸、十文字和紙作品等、主に地域住民
　の作品を展示紹介する。

※生涯学習課主催事業

・年代や性別問わず学べる講座や研修を通じて教
　養を深めると共に、芸術文化の振興を図る。

そ
の
他

11月

全　班

　通年 　交流館の展示　 　

　7月～8月
 12月～1月

　子ども教室　（夏季・冬季）

12月

1月～2月

未定 　先進地視察研修

開催期間 内　容

　通年
　毎週月・木
　9時～17時

　12月～3月
　 9時～17時

　十文字西地区交流センター
　研修室開放

  教養講座②
　全国ごてんまりコンクール見学

  教養講座③
　 お手軽料理教室

文化教養班

　安心安全教室①
　「横手市防災訓練への参加」
　

　安心安全教室②
　「交通安全・特殊詐欺防止講話

　　＆県警音楽隊の音楽鑑賞会」

　ふるさと歴史探訪
　「横手の町なみと歴史」

　教養講座①
　「成瀬ダムKAJIMA DXラボ見学」

　十文字西地区交流センター
　多目的ホール開放

　十文字バスケットボール
　フェスティバル

中止 　地区民大運動会

　交流センターまつり

　どんど焼き

開催日 事業名

通年 　ふれあいサロン 　

　健康スポーツフェス



●夏休みに入り、交流センターでは子ども教室が始まっています。

地域住民がサポートしながら、様々な体験学習を通して子どもたちを

育んでいます。８月はお盆や夏祭り等があり、家族や友人とのつなが

りや絆について考える良い機会ですね。

暑い毎日ですが、心に残る大切な思い出が育まれるよう願っています。

★☆★ センター事業 「地区民大運動会」 は中止します ★☆★

西地区交流館展示室では、地域の方が創作

された素晴らしい作品を定期的に紹介してい

ますので、どうぞ皆さんお出でください。

※交流館の管理は西地区交流センター職員が

行っており、施設の使用がない場合は施錠

しています。利用の際は、センター窓口に

お声掛けするか、玄関のインターホンでお

知らせください。

前ページの事業予定表にも記載していますが、８月に

予定していた地区民大運動会は、グラウンドの都合によ

り中止することになりましたのでお知らせします。

●西地区交流センターで所持している用品を
貸出します。自治会等で使用したい場合は

日程等調整しますので相談してください。

【スマイルボウリング】

・多目的ホールを使用

出来ます。

【グラウンドゴルフ】

・グラウンドで使用

できます。

【カラオケセット】

・テレビに接続して

使うマイクタイプ

です。

●十文字西地区交流センター、西地区交流館、

十文字西スポーツ交流センター（旧西中）

の空き状況を確認してから使用申請書を

提出し許可を得てから使用してください。

【 許可証発行 】・・平日 8：30 ～ 17：00

※上記時間外と土日祝日は発行できません。

●十文字西スポーツ交流センター（旧西中）

の体育館は現在使用中止していますので

西地区交流センター多目的ホールを活用

してください。

★施設利用の際は、窓口
職員に一声掛けてから

お入りください。

「柿﨑孝作さんの詩とスケッチ＆十文字陶芸同好会作品」展示中！

★施設の使用について ★用品の貸し出しについて


